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第１３回カイゼンさいたマッチ開催
「カイゼンさいたマッチ」とは、さいたま市職員が実践した業務改善の発表会のことです。
今年度は、令和4年11月14日に浦和コミュニティセンターで3年ぶりにカイゼンさいた

マッチを開催しました。当日は民間企業や他自治体を含めおよそ150名の方にご来場いただ
き、盛況のうちに終えることができました。

～発表会当日の様子～

今年度のカイゼンさいたマッチは「当たり前を変える。DX化を叶え
る。」をテーマとして、発表部署の局⾧メッセージ動画の上映や
発表部署へのZoomリアルタイム配信などデジタル技術を活用した
発表会となりました。
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会場の様子 審査委員の方々

発表課によるプレゼンテーション 局⾧メッセージ動画の上映

表彰式 市⾧と最優秀賞受賞者との
記念撮影



優秀賞
「適切な情報管理」都市戦略本部 デジタル改革推進部

「区の花・木・鳥の普及啓発」 緑区役所 コミュニティ課

「課メール運用のルール改善」財政局税制課

「プラットホーム見学用観覧窓の清掃美化」
環境局 西部環境センター

最優秀賞・ナイスカイゼン賞
「文化財もお金をかけず多言語に!」
経済局観光国際課

DX賞（デジタル・トランスフォーメーション賞）
「シニアのデジタル機器への抵抗を減らす」
教育委員会事務局 桜木公民館

～受賞結果～

▼発表事例動画
https://youtu.be/r5pEtVvh5jE

▼発表事例動画
https://youtu.be/ThaSbJX1r-E

▼発表事例動画
https://youtu.be/N3-2a__Lrxg

▼発表事例動画
https://youtu.be/NVlwliaBFlw

▼発表事例動画
https://youtu.be/7ya727a0Zt8

▼発表事例動画
https://youtu.be/6s_oBpCJDIE

２

◎酒巻 久 （キヤノン電子株式会社 代表取締役会⾧）
伊藤 麻美 （日本電鍍工業株式会社 代表取締役)
江原 悦子 （さいたま商工会議所 女性会会⾧）
吉田 俊一 （埼玉新聞社 編集局 編集管理幹）
清水 勇人 （さいたま市⾧）

◎は審査委員⾧

～審査委員～



～カイゼンサポーターの紹介～

３

カイゼンサポーター職員の声

当日の運営は庁内公募により結成されたカイゼンサポーター11名が中心となり、司会、
舞台演出など多岐にわたる運営を行いました。

執務室にいる各発表課の職員に
向けてリアルタイム配信

掛け合いながらの楽しい司会進行観覧のみなさんをお出迎え

市⾧とカイゼンサポーター職員で
記念撮影

カイゼンサポーターはイベントの企画・運営などを経験することができ、いろいろな人脈
も作ることができます。
来年度も庁内で募集する予定ですので、興味のある方はぜひ応募してください。
今回ご協力いただきましたカイゼンサポーターの皆様、業務多忙の中ご協力いただきあり

がとうございました。

 普段関われない部署の方と一つの目標に向かうことが新鮮で、ワクワ
クする仕事でした!

 通常業務では味わえない楽しい体験で、本番終了後には大きな達成感
がありました!

 様々な部署の人達と協力しながら、知恵を出し合って一つのことを成
し遂げる経験は、今後の業務にも活かせると感じました。

 Zoomリアルタイム配信に挑戦し、調整など大変でしたが、会場に来る
ことができなかった職員にも見てもらうことができてよかったです。

 他部署の人と一つのことをやり遂げる経験ができ、楽しく新鮮な気持
ちで本番に向かって活動することができました。

 次は発表者として登壇できるよう、カイゼン頑張ります!
 サポーター活動を通じて庁内の人脈も広がりました。


